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 WHO 健康開発総合研究センター（WHO神戸センター・WKC）設立 25 周年を記念して、 

神戸商工会議所、兵庫県、神戸市、株式会社神戸製鋼所（神戸グループ）、ならびに WHO 
神戸センター協力委員会の皆様には、25 年間にわたって弊センターに継続的にご支援をいただ

きましたことに心より感謝申し上げます。 
 
 1990 年、当時の兵庫県知事と神戸市長から、神戸市に研究センターを設立して国際保健に

貢献するというご提案をいただきました。その後、保健医療の発展がいかに生産性の向上に 

寄与するかに取り組むべく、WHO は 1995 年 8 月 22 日に神戸グループとの覚書に署名し、研究 

センターの設立が実現しました。この設立当初のビジョンは、すべての人々のニーズに応える

強靭な保健制度をつくる科学的知見の創出を通じてユニバーサル・ヘルス・カバレッジの実現

に貢献するという、今日の WKC の研究の基盤となっています。 
 
 設立以来、WKC は国際貢献と地元貢献の双方の使命を担ってまいりました。WKC は世界的に

は WHO本部直轄の政策研究センターとして、人口高齢化がもたらす保健課題への保健制度の対応

や健康危機管理をテーマとした研究を行っています。また、阪神・淡路大震災後に設立された 

弊センターは、関西圏の大学との連携、地元で開催する数々の WKC フォーラムでの研究成果の 

発信、地元の専門委員会への協力、また、最近では専門家や一般市民へ向けた新型コロナウイルス

感染症に関する幅広い情報発信など、地域社会への貢献も行っています。 
 
 WKC の 25 周年は、センターの発展に欠かせなかった、周囲からの貴重なご貢献を振り返る 

機会となりました。WKC の活動は、兵庫県ならびに神戸市の地元の皆様の継続的なご支援 

なくしては成り立ちませんでした。長年にわたるご指導にも大変感謝しております。私たちは、 

国際保健の使命を果たし、地域社会のご期待に沿っていくために、神戸グループの皆様や関西 

地域の皆様と今後も継続して協力していくことを望んでおります。 
 
 WHO 健康開発総合研究センターの活動に対する皆様の絶え間ないご支援に心より感謝 

申し上げます。 
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